




































































　「経済」の英語表記 economy は元来 ecology（生態学）から来ていると言われている。
すなわち生物が生命を維持するための活動領域である。ところが，産業革命以後
economy は生産や供給の論理が強くなり人間の生活に関わる消費や需要に関わる論理が























































































































































































































用独立行政法人（GPIF）が 2015 年に署名し，世界で約 1,600 の資金運用会社も参加した。
また 2015 年に国際連合のサミットで，「持続可能な開発のための 2030 アジェンダ」が採












































































































千葉商大論叢　第 55 巻　第 2号（2018 年 3 月）
注意を要する，と付言している。それは新しいマーケティング原理の適用を迫る状況が少
ないからだと説明する。（30）





















































































































































































































































































































のなかの技法”」『国府台経済研究』第 19 巻　第 4号　2008
・藤江俊彦「営利企業形態によるコミュニティ・ビジネスの認識に関する一考察」『日本















































・AmericanMarketingAssociation（AMA）,DefinitionCommittees, “Report of the
DefinitionCommittee,”JournalofMarketingVol ⅧNo.2







































 （2018.2.5 受稿，2018.2.21 受理）
―32―
千葉商大論叢　第 55 巻　第 2号（2018 年 3 月）
〔抄　録〕
　時代環境の急速な転換期では「経済」の認識を改める必要がある。交換手段として金銭
だけではなく，A. トフラーが提示した「見えない経済」，換言するとボランタリーな経済
も大きな比重を占めるようになった。IT化やグローバル化が進展し，「ソーシャル」なビ
ジネスや経営が注目されるようになっている。公共セクター，営利企業セクター，非営利
セクターにおいて，新たなソーシャル概念に基づくマネジメントが生まれつつある。行政
ではNPMから，営利企業ではCSRやソーシャル・マーケティングから，非営利組織で
は市民NPOやコミュニティ・ビジネスから，それぞれの本質的特徴をベースにしながら
も社会的インパクトを与えるソーシャル・マネジメント概念が導入されてきている。また
ソーシャル・ネットワーク社会では，ソーシャル・メディアのもつ顕名性と情報公開性に
よって，多様な主体が信頼の上で繋がり新しい知や価値が創造されている。リアルとネッ
トの両方の空間で，三つのセクターのソーシャル・マネジメント概念の背景や進化の過程
を考察し，今後の方向性を探った。
―33―
藤江俊彦：企業のソーシャル・マネジメント概念の進化
